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北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　８月　１１日（火）

司会　小泉　彰　　　　記録　加藤　敦子
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・8/14(金)　15：30～　4Fユーティリティーで「食事サービス提供管理委員会」を
開催します。当日は赤坂Ｃｗの出席を予定しています。

１ヵ月間の食事に対する意見・要望を取りまとめ出席して下さい。また、次回出
席予定者は中野Ｎｓがて出席するようお願いします。

・青森大学4年の精神保健福祉士志望の方から、施設見学の依頼がありました。各
部署を5分程度、回らせて頂きたいとの事ですのでご協力の程宜しくお願い致し
ます。

【日時】　H21.8.13（木）14：00～15：45

【見学】　三浦あや、阿部則子

◇精神領域担当：末政

外来→北→西→南→東→コメディカル（14：00～14：30）

青明舎→うみねこ幸房→GH→青山荘→青風荘→通所（14：30～15：00）

・ユニットケア基準の見直しを行っています。決裁終了後、内容に添ってのケアを

お願いします。

・ナイトプログラム(小グループ)患者様アンケートが終了致しました。引き続き、

スタッフへのアンケートを近々行う予定ですのでご協力お願い致します。

・緊急の検査があった場合はスピッツの間違いには十分注意し行って下さい。

　又、ＭＲＳＡの検査ではシールが入っている為、シールを使用していく様にしま

しょう。

・破損伝票提出の際、三枚(設備・備品等整備依頼伝表、備品・整備破損伝表、発注伝表)の用紙の提出をしていますが、設備・備品等整備依頼伝表は具体的に、分かりやすく記入をするようにして下さい。

・病棟に酸素流量計がありますが、ネジ締めの際スパナは必要なく出来ますので周知お願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・元沢　政治様～8/20(木)外出予定となっていましたが、ご家族様の都合にて

8/16(日)へ変更が出されています。許可頂きましたら、ご家族様

への連絡お願いします。

・菊地　明子様～本日、お兄様(佐々木様)より盆外出・泊の件について電話ありました。｢お盆は自分達の都合にて忙しく、身内の不幸もあり面会も難しい｣との連絡ありました。お盆過ぎに面会にいらっしゃって頂けるとの話し聞かれています。

・平　勝利様～現在、センナリド(下剤)2Ｔを1Ｔへ除剤し服用しています。

軟便続いている状況を先週の問診時、情報提供し明日の定期より除剤となっています。

昨日、一昨日の便の状態は形のない便見られています。

引き続き、毎日の排便状況の確認・観察を行っていきましょう。
＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

・菊地　明子様～最近の状態を｢不安が日増しに強くなっている｣と話されています。外出時、作業時を含めいろんな場面で胸がざわざわする感じがあると話されています。

問診時では、表情的に本人が話されている程の不安さは見られていません。

単独外出の訓練はプラン通りに行ってみる事を勧めています。

無理しない程度に単独外出の訓練を行っていく事と夜間二度程覚

醒あるとの事ですので、夜間の睡眠状況の確認・日課の取り組み

状況の観察していきましょう。

・飯豊　信雄様～左内踝部の方は、掻痒感続いてるとの訴えありオイラックスクリーム5ｇ１本処方となっています。掻痒感の有無の観察を行っていきましょう。
　　　　　間食について、本人は「カロリーオーバーなどの感じの物は持って

いない」と主治医へ話されています。主治医より、間食について担

当スタッフと話し合うよう説明受けています。

・八木橋　牧雄様～お盆が過ぎたら家族面談を行っていく予定としています。

　　　　　　　　　気分的には抑うつ、イライラはないが息子の行方が心配な事話されています。

服薬自己管理について主治医より説明していますが、今後おこなっていく事に同意されています。

・倉橋　生子様～最近の状態として買い物外出は継続していて欲しい物を買ったり

していると話しています。先週、動悸やイライラがあると話され

ており、セロクエル（25）(抗精神病薬)3Ｔ　3×ndE　1週間分
が臨時処方となり、本日の昼で終了となっています。

本日継続処方8日分臨時処方となり、以後定期となっています。

気分については落ち着いた感じと話す事あり。

他者の行動に関して｢この人はこういう人｣と割り切り感を持てる

余裕があるように見られています。

引き続き、動悸やイライラの有無について観察し、プログラムへ
の取り組み状況についても観察行っていきましょう。
















































